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正誤表正誤表正誤表正誤表    
    

● 初版本につきまして下記の誤りが判明致しました。訂正して、深くお詫び 
申し上げます。 
 

ページ 行 誤 正 
(外箱裏) 1 東京工学大学 東京工業大学 

458 10 支配される． 支配される[152]－[154]． 

506 19 [152] [155] 
506 25 形状を表す 形状等を表す 
508 18 [154] （削除） 
508 17 [153] （削除） 

510 5 音速 C0 音速を C0 
510 8 混在した 混在する 

512 7 [155] （削除） 
513 15 式変形すると 式変形すると次式となる． 
525 40 （[152]の文献） （番号を[155]に変更） 
525 42 （[153]の文献） （番号を[152]に変更） 
525 43 （[154]の文献） （番号を[153]に変更） 
525 44 （[155]の文献） （番号を[154]に変更） 

525 47 M. Tanaka and G. S. 
Dulikravich, eds., 

M. Tanaka, ed., 
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926 11 必要がある． 必要がある[204], [205]． 
927 11 NbTi Nb－Ti 
935 27 coordinated research 

programme 
Coordinated Research Programme 

 


